



A history of Koza Orphanage and Superintendent Takahashi Tsujin




Koza Orphanage was the first orphanage to open on the island of Okinawa and housed the 
greatest number of orphans among all orphanages in the region over its four years of operation, 
under the direction of Superintendent Takahashi Tsujin. From the outset, Himeyuri students 
acted as caregivers and were involved in the education and upbringing of orphans; however, in 
reality a significant number died. Although there is a fair amount of research about Koza 
Orphanage, the complete picture remains unclear. It is repeatedly stated that the number of 
orphans was initially eight hundred, although there is no statistical evidence to back this up. 
Additionally, much documentation from the orphanage – orphan roster lists, death records, 
confirmation lists of caretakers, lists of officials, duty diaries, meeting minutes, management 
policies, and accounting records, all remain unaccounted for – all part of the mystery of the 
orphanage era of Okinawa．
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 ・ アーノルド・G・フイッシュ二世（2002）宮里政玄訳 ; 沖縄県文化振興会公文書館管理部史料編集室編『沖縄県史　資
料編14　琉球列島の軍政　1945 ～ 1950（現代２）（和訳編）』沖縄県教育委員会。
 ・ 読谷村史編集委員会編（2004）『読谷村史　第５巻資料編４　戦時記録　下巻』読谷村役場。
 ・ 沖縄市町村長会編（1955）『地方自治七周年記念誌』同。
 ・ 稲福マサ（2006）「孤児と過した日々」青春を語る会編『沖縄戦の全女子学徒隊─次世代に遺すもの　それは平和』フォ
レスト。
 ・ 川平成雄（2011）『沖縄　空白の一年』吉川弘文堂。
 ・ 創価学会婦人平和委員会編（1990），『孤児たちの長い時
と
間
き
』第三文明社。
 ・ 琉球政府文教局研究調査課編（1959、復刻版1988）『琉球史料』第５集　社会編１，琉球政府文教局（初版），那覇出
版社（復刻版）。
 ・ 沖縄市町村長会編（1955）『地方自治七周年記念誌』沖縄市町村長会。
 ・ 古賀徳子（2010）（聞き取りのまとめ）「コザ孤児院とコザ第４小学校」『資料館だより』第46号、ひめゆり平和祈念資
料館。
 ・ 石井洗二代表（2005）『沖縄の社会福祉に関する歴史的研究』四国学院大学社会福祉学部・石井研究室。
 ・ 崎原久編集（1950）『琉球人事興信録』沖縄出版社。
 ・ 大城一男編（1977）『昭和52年版　沖縄　人物一万人』オキナワ・アド・タイムス。
 ・ ワトキンス文書刊行委員会編（1994）『沖縄戦後初期占領資料』全100巻、緑林書店。
 ・ 沖縄民政府総務部調査課編（1946）『沖縄民政要覧』同。
 ・ 沖縄県文化振興会公文書管理部史料編集室編（2005）『沖縄県史　資料編20　軍政活動報告（和訳）現代４』沖縄県教
育委員会。
 ・ 琉球政府文教局研究調査課編（1956）『琉球史料・第１集』琉球政府文教局。
 ・ 沖縄県社会福祉協議会編（1981）『沖社協三十年の歩み』同。
 ・ 沖縄県立図書館資料編集室編（1990）『沖縄県史料　戦後３　沖縄民政府記録２』沖縄県教育委員会。
 ・ 川平成雄（2008.9）「収容所の中の住民と生活の息吹」『琉球大学経済研究』76号。のちに川平（2011）『沖縄　空白の一年』
吉川弘文館に所収。
 ・ 幸地努（1975）『沖縄の児童福祉の歩み』自費出版。
 ・ 沖縄県文化振興会公文書管理部史料編集室編（2003）『沖縄県史料　沖縄民政府記録１　影印本（上）』沖縄県教育委員
会。
 ・ 津波古ヒサ（2012）「『生きていたね』と何度も繰り返し」ひめゆり平和祈念資料館編『生き残ったひめゆり学徒たち─
収容所から帰郷へ─』同。
立教大学コミュニティ福祉学部紀要第 16号（2014） 21
 ・ 沖縄県立石嶺児童園（2008）『創立50周年記念誌』同。
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